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学校再開にあたって 

3月より続いた長い休校期間も政府の緊急事態宣言解除を受け、ようやく終わりを迎えました。

その間、本校、保護者の皆様にはご理解・ご協力をいただき、心より御礼申し上げます。 

さて、事後の連絡となりますが、本校の再開については本日からとさせていただきました。本校

としましても「政府・県」からの通知・指針をもとに学校再開を何時からとすべきか色々と議論し

ましたが、本校4学科のうち、3学科（情ビ・食物・美工）については実習科目が多く、一日も早

く通常授業の確保に努めなければ今後それぞれの教科について、今後「実習時間の十分な確保」「必

要技術の習得」が、困難になるという結論にいたりました。 

本校では別掲のとおり、最大限の注意を払って学校運営を行ってまいりますのでご理解とご協力

をお願い申し上げます。 
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学校内における留意事項 

新型コロナウィルス感染症予防に関して 

1. 生徒が心掛けること 

 ①登校前、家庭において検温をし、マスクを着用して家を出る。 

 ②公共交通機関、通学専用バス利用時は手で目や顔を触らない。 

 ③通学専用バスに乗車するときにはバスの乗降口に設置してある消毒液で必ず手・指の消毒を。 

 ④登下校時（移動中）・本校内では食事、給水時以外はマスクを着用する。 

 ⑤登校後、まずは手洗い、消毒をし、常に手洗いを心掛ける。 

 ⑥昼食時は机を移動しての食事はしない。また、クラスメイト、友人と近距離、対面での食事を  

 避ける様心掛ける。 

 ⑦お昼休みの購買（デイリーヤマザキ）での購入は購入場所が密にならないようお弁当持参か登  

 校時に購入し持参するなどできる限りの注意を払う。購買は営業しますが、購入に関しては密  

集が発生しないよう、しばらくの間は先生方が立ち会う。 

⑧休み時間等、不要な身体接触が無いよう心掛ける。 

⑨発熱を感じた生徒はすぐに保健室へ。原則保護者に連絡して迎えに来てもらう。保護者到着ま 

では別室を準備するのでその部屋で待機。 

 

2. 学校が実施すること（教職員が心掛けること） 

 ①通学専用バスを増配する。  

②各教室へ消毒用のアルコールを設置し、入室前の手の消毒を徹底。 

③朝、生徒下校後、各休み時間には教室の窓、出入り口を開放して教室での十分な換気の実施。 

④清掃時にはトイレ・水飲み場に関しては消毒をする。また、手洗い用せっけんも固形のものを 

回収し、液体のものに変更。教室のごみを収集する際に使用する使い捨て手袋を配布。 

 ⑤冷水器の使用は禁止とする。 

 ⑥各授業の形態に合わせて必要箇所にはビニールカーテンを設置（実習棟）。 

 ⑦先生方も授業中はもちろんのこと校内では必ずマスクを着用。 

 ⑧授業中は音読・群読は一部禁止とするが英会話に関しては最小限とする。 


